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「教員の任期制に関する協議・交渉」報告２ 

－任期のない現職助手が助教になる際には 

任期制を適用しないことを法人が明言－   
 

１１月８日に、大学法人と教員の任期制についての２回目の協議・交渉を持ちま

した。前回の交渉では、現職助手が助教になる際の処遇について、組合と大学法

人がお互いの考えを述べて終わりました。今回の交渉において大学法人は、組合の

意見を全面的に受け入れて、３月３１日現在で任期のない助手が助教になる際に

は任期制を適用しないことを明言しました。 

今後、助教の資格審査等の事務作業を、４月１日を目標に進めていくとのことで

す。実際の資格審査は研究科教授会で行われることになります。また、現職助手が

助教となるにあたり、教育に関して負担増とならないように配慮すること、手当面で

の何らかの配慮を行うこと、についても検討する意思表示がなされました。 

今回の協議では踏み込んだ議論はしていませんが、新規採用の助手、助教につ

いてはすべて任期制を適用するとする法人に対し、組合は基本的に反対する立場

を示し、助手・助教に対し一律に任期制を適用する意義についての説明を求めまし

た。今回資料として添付した全大協のチラシにもあるように、この任期制は問題の

多い制度です。今後、任期制という制度そのものに関する交渉を行っていきます。 

 

組合員拡大キャンペーン実施中 
―働きやすい職場環境を自分達で作り出そう― 

 

任期制の交渉で、法人から今回のような回答を引き出す上では、職員組合がこ

の間、全大教と緊密な連携をとりながら、本学の問題に関する文科省見解を引き出

したことが大きな力になりました。さらに、過半数署名を踏まえた過半数組合として

の積極的な意見表明が、当初の法人の態度を大きく変えることに繋がったことは間

違いありません。さらなる安定過半数の組合の実現に皆様のご協力をお願いします。

組合への加入には、添付の「組合加入申込書」をご活用下さい。 
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秋のレクリエーション企画 紅葉真っ盛り 

嵯峨野散策＆バーベキュー 
＆本学嵯峨キャンパス施設見学 

日程 

10 時、JR 嵯峨嵐山駅（トロッコ嵯峨駅）に集合 

   各自自由に散策しながら本学嵯峨キャンパ

スまでお越し下さい。 

   地理に不慣れな方は、吉村がご案内。 

12 時、嵯峨キャンパス再集合 

  バーベキュー（豪州産ビーフ！など...） 

14 時頃から、フィールドセンター、ショウジョウ

バエセンター、学道会館見学 

16 時頃解散。 

 朝晩の空気も随分と冷たくなり、深まる秋を感じる頃となりまし

た。組合員の皆様、いかがお過ごしでしょうか。 
 今回は風光明媚な京都の中でも嵯峨野という国内屈指の紅葉の名

所にキャンパスを持つ本学の利を生かし、嵯峨野にて秋の紅葉を満

喫し、バーベキューも堪能しよう!!という企画です。食事の後は、嵯

峨キャンパス内生物資源フィールド科学教育研究センター、ショウ

ジョウバエ遺伝資源センター、学道会館などの見学も予定しており

ます。 
 組合員のご家族はもちろん、非組合員（未加入）の教職員の方々

も大歓迎いたします。この機会に是非ご参加ください。 

日時：11 月 23 日（木/祝）10 時 
集合場所：JR 嵯峨嵐山駅（トロッコ嵯峨駅） 

費用：バーベキュー代は無料。 
拝観料 交通費等は 各自ご用意願います

申込締切：11/20（月） 
連絡先： 
 吉村（内線 7795） 
 ryoshimu@kit.ac.jp 
 岡田（内線 7952） 
 tokada@kit.ac.jp 
雨天決行。 
お車でのお越しはご遠

慮下さい。 


